
 

 

 
  

一学期が終わりました 
ご協力ありがとうございました  

 本日で７６日間の１学期が終わりました。コロナ対策の制限がなく行事等の活動が行えたことに喜びを感じた
１学期になりました。改めて子どもたちが関わり合う姿は素敵だなと感じました。明日からは２６日間の夏休み
です。夏休みにしかできない体験がたくさんできればと思います。 
さて、今回の学校だよりでは、終業式での校長先生のお話、第１回楓祭りの様子、夏休み中の生活についてお

知らせします。 
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76日の１学期でした。10日程前には学校にお神輿がやってきました。お神輿が 

来る学校って珍しいんだよ。お神輿を担ぐ先生方もカッコよかった。祇園祭の土日 
は、元気にお神輿を担ぐみんなを見ることができました。暑い中でしたが頑張った 
ね。地域の皆さんも４年ぶりのお祭り、４年ぶりの子どもたちの参加をとても喜ん 
でいました。 
 さて、皆さんにとって１学期の何が心に残っているでしょうか。まず、1年生の 
写真をもとに1学期振り返ってみましょう。 
 
                １年生は「初めて」がたくさんあった１学期で 

した。初めての勉強、初めての鍵盤ハーモニカ、 
初めての図書館、初めてのタブレット、初めての掃除、初めての朝顔さん。６年生も 
たくさんお手伝いしてくれたし、たくさん遊んでくれました。お陰ですっかり立派な 
１年生です。７月の楓の日には、新聞紙を使って、チョキチョキ切って、つなげて、 
友だちともつなげて、教室の中から廊下へ、廊下から隣の教室へ、そして１年生の廊 
下いっぱい新聞紙の道ができました。 
 
 

次に２年生からは「わたしノート」を紹介します。 
５時間目にキュウリを食べたよ。キュウリと古大きゅうりを食べた時に思った

よ。キュウリと古大キュウリを食べたらおいしかったよ。でも、キュキュの命なく
なっちゃったよ。 
２年生はみんなで教室の南側をシャベルで毎日掘って、掘って掘って、畑に大変身 

させました。今そこには、地域の方から分けてもらった珍しい古大キュウリの苗が植 
えられて大きく育っています。「命なくなっちゃった」からは珍しいキュウリを大事 
に頂いたことが伝わってきます。 
 

４時間かけてお手玉を作りました。僕は玉どめができませんでした。初めて布を縫ったし、指に針が当たってでき
ない縫い方もあって難しかったけど、友だちに教えてもらって何とか完成させました。上手になって楽しくなってき
ました。そして、教えてもらってばっかの僕が、人に教えてあげられるようになりました。とっても楽しかった。 
３年生はお手玉の袋を一から手作り、初めての針仕事は大変でした。やっと作ったお手玉をみんなで大事にしてくだ

さいね。「教えてもらってばっかの僕」からの卒業した僕。これからの僕が楽しみですね。 
 

ヤギさん（おもち）に困りました。おもちに「帰ろう」って言うと、「ズダー」いや
がる。おしりを押すと、「メー」ってなく。ついにだっこすることに。おとなしかった
けど、いやみたい。えさでつるけど食べないみたい。言うこときかないけど、かわいい
ね。 
４年生は自分たちで板を切り、自分たちで組み上げ、自分たちでボルトを止め、ヤギ 

小屋を完成させました。４年の小さなお母さんたちは駄々をこねる子ヤギに「困った」 
「困った」と言いながらも、でも、かわいくて仕方ないようです。 

 
ああ最近やる気が出ない。だるい。おばあちゃんが死んだから。妹が昨日言っていた。「ねえ、人が死ぬと星が一

つ減るんだよ」と。私は「じゃあ、おばあちゃんが死んだから、宇宙のどこかの一つの星が消えたんだ」と思った。
だから今日も気持ちがだるい。星と同じくらい重くて、星と同じくらいなくなりそうだった。心が切りかえられない。 
５年生。学校であったこと、できごとだけじゃないことも表現できるんですね。大好きなおばあちゃんだったんだね。

「星と同じくらい重くて、なくなりそうな」自分の心、時間が経って少し軽くなってきたでしょうか。 
 
今日、図書委員会の読み聞かせに誰も来ませんでした。悲しかったです。それでも友だちが「毎日、『今日はやり

ますよ』みたいなことを放送すればいいじゃない？」とアドバイスをしてくれました。放送委員と相談してやってみ
たいと思います。他にも読み聞かせを聞きに来てくれる工夫を考えてみます。 
児童会の仕事を頑張ってくれている６年生。この６年生は自分で考えて、図書館で読み聞かせを始めました。学校目

標「ひとりになれる」姿のひとつだと思いました。これまで誰も取り組んだことがなかった子どもによる読み聞かせ、
すごい発想です。素敵な取組は必ず受け入れられます。頑張ってください。               （裏面へ） 

＜1学期終業式 森泉 雄二校長先生のお話＞ 



 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

文責：教頭 北村 和行 

今後の主な予定 

■学校リフレッシュウィークについて 
８月10日（木）から1６日（水）の7日間は、「学校リフレッシュウィーク」として日直当番を置かない閉庁日とし

ます。この間の必要な連絡は、下記までお願いします。 
 
①８月１０日（木）１４日（月）１５日（火）１６日（水） ８：３０～１７：１５ 
佐久市教育委員会 学校教育課 ０２６７－６２－３４７８ 

②８月１０日（木）１４日（月）１５日（火）１６日（水）１７：１５～翌朝８：３０ 
 ８月１１日（金祝）１２日（土）１３日（日）終日 
 佐久市役所 宿日直 ０２６７－６２－２１１１ 

＜８月＞ 

1日(火) プール開放 

2日(水) プール開放 

9日(水) 図書館開館日 

22日(火) ２学期始業式 

25日(金) 低学年 読み聞かせ 

26日(土) ふれあい楓まつり 

29日(火) 全校4時間授業 

     交通安全教室（1・2年） 

31日(水) プール納め 

＜９月＞ 
1日(金)  避難訓練② 

高学年 読み聞かせ 

6日(水) 楓の日② 

16日(土) 地域参観日（親子で聞く講演会） 

                 まちゼミ（低学年） 

21日(木) 交通安全教室(3～6年) 

26日(火) 全校4時間授業 

27日(水) 運動会特別時間割(～9/13) 

29日(金)  浅間中浅岳祭（～30日） 

４～６年 まちゼミ 

 上記の他にも「よもぎ団子作り」「炭作り」「竹細工」「おやき作り」などが行われました。普段は、限られた時間の中
での活動になり、活動に浸り込む時間が少ないのですが、この日は終日、活動に没頭できたので、子どもたちの表情か
ら「わくわくどきどき」が伝わってきました。 
 活動をしていると、予期せぬ問題も発生します。そんな時は、自然と友だち同士で集まり、相談し、課題解決に向か
って活動していく。そこには、教師に教えられる姿ではなく、自分たちでよりよく課題を解決していこうとする主体的
な姿が溢れていました。今年度はあと２回、楓の日が位置づけられています。子どもたちの主体性が育まれる機会とし
て、今後も大切にしていきたいと思います。 

  

7月１３日（木）に、第1回楓の日が行われました。この日は、「ひと・もの・こと」に出会い関わる体験的な活動を行
うことで生活科や総合的な学習の時間に浸り込む1日となりました。各学年の様子を幾つか紹介します。 

3-３ お手玉を作ろう 1年 新聞紙の道をつなげていこう ２年 夏の大ぼうけん！ 

６－２ 流しそうめんを食べよう ５－１ フルーツビネガーを作ろう ４－３ ヤギさんの入学式 

第1回楓の日が行われました 

うれしいこと、楽しいこと、悲しいこと。いろいろなことがあった１学期だったことと思います。でもね、こんな

いろいろなことは心と体の栄養になって、みんな成長していくのだと思います。 

さて、明日から夏休みが始まります。この夏休みに、いつもはできないようなことに挑戦してみてください。校長

先生は、よく回る独楽やよく飛ぶ飛行機の折り方を１年生に教えられるように練習したり、２年生や４年生５年生に

負けないようにメロンや枝豆といった野菜を育てたり炭焼きに挑戦したりしてみたいと思います。 
あなただけの素敵な夏休みにしてくださいね。 


